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アメリカ合衆国（以下、アメリカ）は宗教の自由を重視する政教分
離国家と理解されてきた。だが近年、宗教の自由を強調する保守派の
あいだからは、政教分離に否定的な声もあがる。これに付随して主張
されるのが、アメリカの「歴史」「伝統」としてのユダヤ・キリスト教
が、公的空間において果たす役割の重要性である。
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1.　宗教の自由と政教分離の緊張

（1）憲法と政教分離
現代のアメリカにおいて、政教分離に否定的な声があることに驚く人
もいるかもしれない。アメリカが政教分離国家で、それによって宗教の
自由を守っているとの理解は一般的なものである1）。だがアメリカの歴
史をかえりみれば、「政教分離」と「宗教の自由」とは必ずしも一体的で
はなかった。二つのあいだに潜在した緊張が新たに高まり、見えやすく
なったのが現在であるともいえよう。
合衆国憲法には政教分離（separation of church and state）という言
葉そのものは登場しないということも確認しておきたい。アメリカの宗
教政策を根本で規定するのは、1791年に制定された連邦憲法修正第
1条（以下、修正第 1条）だ。

連邦議会は、国教を定めまたは自由な宗教活動を禁止する法律、言
論または出版の自由を制限する法律、ならびに国民が平穏に集会す
る権利および苦痛の救済を求めて政府に請願する権利を制限する法
律は、これを制定してはならない。2）

冒頭にある、「国教を定めてはならない」との条項（国教会条項）、「自
由な宗教活動を禁止してはならない」との条項（自由活動条項）、基本的
にはこの二つが、アメリカ政教関係についての憲法判断を行う最終根拠
となる3）。そして、この箇所および合衆国憲法全体のどこにも、政教分
離という言葉は現れない。
すなわち、政教分離は憲法の条文そのものではなくその解釈なのであ
る。政教分離としての修正第 1条解釈の歴史は長く、独立宣言起草者・
第 3代大統領として知られる建国父祖、トマス・ジェファソンに既にみ
られる。ジェファソンは地元ヴァージニア州の州立教会廃止に尽力し、
修正第 1条制定に影響を与えた人物でもある。1802年、ジェファソン



政教分離か「歴史」「伝統」としての宗教か

79

は書簡中で、修正第 1条は「国家と教会の間に分離の壁を建てる」もの
だとの解釈を示した4）。ジェファソンの「分離の壁」は、その後 20世紀
半ばになって、厳格な政教分離としての憲法解釈を支えるために、頻繁
に引用されるようになった。例えば、公立学校での祈りの実践に違憲判
決を下した 1962年の連邦最高裁判決文（エンゲル対ヴィターリ）にも
「分離の壁」は登場する5）。
だが、「分離の壁」解釈に対しては反発も起こった。1970年代ごろか
ら宗教右派としてまとまり、政治に影響を与えるようになった宗教的で
保守的な人々は、政教分離の厳格化が公的空間に「世俗的人間中心主義」
を押しつけ、宗教の影響を過剰なまでに排除し、宗教の自由を毀損して
いると批判を加えてきた。アメリカが保守とリベラルのあいだの「文化
戦争」で二分され、保守の一角を宗教右派が強固に支えるという状況は
1990年代ごろから続く。そして政教分離についても保守とリベラルで
意見が大きく分かれる。宗教右派をふくむ保守派、そして保守政党とし
ての共和党は、政教分離はゆるめるべきだとの立場をとる傾向が強く、
さらには政教分離を否定する立場の人も見受けられる。一方、リベラル
派、そしてリベラル政党としての民主党は厳格な政教分離を擁護する傾
向にある。現代のアメリカにおいて、「政教分離」は極めて党派的な語
となってしまっているといえよう。

（2）連邦最高裁判所の保守化と政教関係
保守とリベラルの文化戦争を背景に政教分離が問い返されるなか、近
年優勢となりつつあるのは保守派の憲法解釈だ。上述のとおり、修正第
1条には国教会条項と自由活動条項の二条項が含まれる。具体的な判例
の紹介は後にゆずるが、近年の連邦最高裁判所は、国教会条項はよりゆ
るやかに、自由活動条項はより強く解釈する判決を積み重ねており、公
的空間に宗教の影響が及ぶことが憲法上一層許容されるようになってい
る。「分離の壁」のメタファーが代表していた厳格な分離としての解釈
はすでに過去のものとなった。
憲法解釈変更を可能にしたのは、保守派による法曹人材の育成と政治
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的かけひきの結果おこった、司法の保守化だ。1982年設立の法曹団体
フェデラリスト協会は、保守的法曹人材ネットワークの要として機能
し、数多くの「原意主義（originalism）」的解釈を行う法律家を輩出して
きた。原意主義とは、憲法が制定された際の「当初の意図（original 
intent）」を、現代においても法解釈の基準とすべきとの立場だ。上述
の通り、政教分離が厳格化されたのは 20世紀半ば以降である。原意主
義を採用する法律家たちはそれよりはるか以前の時代、アメリカ人の宗
教的多様性が現代よりも小さく、キリスト教徒がほとんどだった頃の状
況を参照して、宗教関連の法解釈を行うことになる6）。
加えて、原意主義の判事たちが連邦のしばりを弱く、州の独立性を強
く考えることで、州単位での政教分離放棄を後押しする可能性がある。
合衆国独立当初、州に対する連邦の権限は今よりもはるかに小さかっ
た。修正第 1条も連邦議会の立法を禁じるのみで、各州は独自に州立教
会を制定することもできた。（但し、州立教会は 19世紀前半までにすべ
て、各州それぞれの判断によって廃止された）。それが変化したのは南
北戦争後の 1868年、アメリカ連邦市民の権利を州が不当に制限できな
いことが連邦憲法修正第14条に明記され、さらに20世紀半ば、修正第
1条の修正第14条への「組み込み（incorporation）」により、修正第1条
が各州にも適用されるようになって以降のことである。
現代の原意主義の判事たちは当然修正第 14条を尊重するが、組み込
み適用範囲を狭く解釈し、連邦が各州をしばる力を抑制的にとらえる。
2022年にはこの論理を一助として人工妊娠中絶規制が各州の権限の範
囲に差し戻され、各州は独自に人工妊娠中絶の全面禁止を実施できるよ
うになった（ドブス判決）。連邦最高裁の判事のなかでも極端な意見で
はあるが、クラレンス・トーマス判事は以前から、修正第1条の国教会
条項については、修正第 14条への組み込みを否定する意見を表明して
いる。すなわち、現代において州立教会を設けることも合憲との立場で
ある7）。
フェデラリスト協会に集った保守派の法曹人材を全米の裁判官として
送り込むのは政治の力だ。例えば連邦最高裁判所についていえば、9名
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の判事の人選は大統領選挙や上院議員選挙の結果に左右される。判事職
は終身制で、引退や死去でまれに空きが出ると、在職中の大統領が上院
の承認を得て次を任命するためである。20世紀半ば以降の連邦最高裁
判所は、政教分離の厳格化のほか、人種隔離撤廃や人工妊娠中絶の全米
での合法化（1973–2022年）、同性婚合法化（2015年）といった、リベ
ラル派の望む変化を実現するうえで大きな役割を果たしてきた。その状
況を巻き返そうとする保守派の数十年にわたる努力のもと、判事の人事
は、文化的に二極化する二大政党の争いの焦点となっていった。
そして保守派の努力は実り、共和党トランプ政権下の 2020年、連邦
最高裁判所は保守派判事 6人・リベラル派 3人という、圧倒的保守優位
の状態に転じた。なお、保守派判事は 6人全員がフェデラリスト協会関
係者である8）。州単位での人工妊娠中絶全面禁止合憲化（2022年）、ア
ファーマティヴ・アクション（積極的格差是正措置）違憲化（2023年）
といった、保守派の望んだ判決はこうした状況下で出され、人々の生活
に大きな影響をもたらしつつある。宗教関連の憲法解釈変更は、司法の
保守化という、より広範な現象の一部なのだ。

（3）アメリカの「歴史」「伝統」としてのユダヤ・キリスト教
宗教右派が求めているのは、公的空間における宗教の影響拡大にさら
に許容的な政教関係だが、ひとつ懸念されるのは、その際にあらゆる種
類の宗教者、そして無宗教者が平等に扱われるのかどうかという点だ。
宗教右派の厳格分離批判はしばしば、彼ら自身の宗教「ユダヤ・キリス
ト教」を、アメリカの歴史や伝統を背負った特別なものと認めるよう求
める声を伴ってきたためだ。
ユダヤ・キリスト教という言葉は、1940年代ごろから、当時のアメ
リカ人の主な宗教であるプロテスタント・カトリック・ユダヤを包摂す
る言葉として頻繁に使用されるようになった。それ以前のアメリカで
は、多数派だったプロテスタントと、移民や 2、3世の割合が高かった
少数派のカトリック・ユダヤ教徒の間の溝は深かった。ユダヤ・キリス
ト教概念は、東西冷戦下にあって無宗教的共産主義に対抗するため、ア
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メリカの宗教的一体性を強調して使用されるようになったものだ。こう
した状況を背景に、社会学者ロバート・ベラーも、ユダヤ・キリスト教
に根差す「市民宗教」によるアメリカの統合を論じた。
だが現代において、ユダヤ・キリスト教という言葉が使われる際に意
識されるのは国外ではなく、国内のリベラル派との対抗である。文化戦
争状況のなか、宗教的であることはますます、保守的であることと同一
視されやすくなった。一方、2000年代から増加しつつあるアメリカの
無宗教者はリベラルな傾向が強い。政治の場で語られるユダヤ・キリス
ト教という言葉も政教分離の語同様に党派性を帯びており、リベラルに
対抗する保守の響きをもつ9）。
なお、ユダヤ・キリスト教の特権的地位を強調する人々は、それを修
正第 1条の否定とは考えていない。保守派にとってはそれこそが憲法の
正しい解釈なのだ。憲法は第一に、宗教の自由を守るためのものと理解
される。そして過去の「分離の壁」解釈が公的空間から宗教を過剰に排
除した結果、宗教の自由が毀損されてしまっていたので、それを変える
必要があるということが主張される。そしてそれにあわせて、宗
教――とくにユダヤ・キリスト教――が、アメリカの「歴史」「伝統」で
あることが提示される。ここから導かれるのは、憲法のもと、公的空間
におけるユダヤ・キリスト教の影響拡大は肯定・奨励されるべきで、矛
盾はないとの理解である10）。
連邦最高裁判所を頂点とするアメリカの司法制度はすでに、「歴史」

「伝統」としてのユダヤ・キリスト教の特権的地位を認めつつある。近
年の重要判例となったのが、公有地における十戒掲示をめぐって、
2005年に判決が出された訴訟（ヴァン・オーデン対ペリー）だ。テキサ
ス州会議事堂の敷地内には 1961年からモーセの十戒モニュメントが建
てられていたが、数十年経ってその合憲性をめぐって訴訟が起こされ
た。2005年の連邦最高裁判所は、十戒は宗教的なものではあるがその
「歴史的意義」ゆえに、モニュメント設置を合憲と認めた11）。
この判決が出されるにあたっては、修正第 1条の判断基準としてかつ
て有力だったレモン・テストは採用されなかった。1971年の裁判（レ
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モン対カーツマン）に際して定式化されたレモン・テストは、修正第
1条の国教会条項のもと、法律は「政府と宗教の過度のかかわりあいを
助長しない」必要があるとするもので、政教厳格分離としての憲法解釈
を支えた12）。だが、この 2005年の裁判に限らず、21世紀にはいったこ
ろから、レモン・テストは用いられなくなっていき、2022年の連邦最
高裁判所はついに、「本法廷はレモン・テストをずっと前に放棄してい
た」と明言するに至った（ケネディ対ブレマートン）。新たな判断基準と
して提示されたのは、「歴史的な習慣・理解を参照すること」である13）。
「歴史」「伝統」を強調する言辞は政治の場にも現れる。2016年、トラ
ンプが大統領に当選した年の共和党綱領にも、共和党は「われらの歴史
と、わが国のユダヤ・キリスト教的伝統の反映として」十戒の公的展示
を支持することが宣言された14）。なお、2020年のコロナ禍で共和党大
会自体が不開催とされたため、きわめて異例ではあるが、2016年綱領
は 2020年にもそのまま再利用された。
ユダヤ・キリスト教や宗教といった包括的な語が、本音ではその中で
も多数派である、キリスト教や、プロテスタントを意味して使われてい
るように思われる場合があることにも注意したい。例えば 2016年大統
領選挙戦以来、トランプは白人福音派を自らの主要な支持層として認識
し、「宗教の自由」のさらなる擁護と、「キリスト教国」としてのアメリ
カを求める彼らの声にこたえようとしてきた15）。福音派（evangelicals、
音訳してエヴァンジェリカルズとも表記される）は、神学的にも文化的
にも保守的なプロテスタントの一派である。政治的には宗教右派の中核
をなし、共和党の岩盤支持層として選挙のたびに注目される。トランプ
が再度共和党代表となった 2024年大統領選挙時の共和党の綱領には、
ユダヤ・キリスト教の語は現れない。かわって「宗教の自由擁護」とい
う項目中に「反キリスト教的バイアス」という語があり、「アメリカのキ
リスト教徒」への差別、嫌がらせ、迫害を調査するための、連邦タスク
フォースを新設することが述べられている16）。「反キリスト教的バイア
ス」を取り払うという言葉のもと、キリスト教の特権化が進められるの
ではないかとも疑われる。
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現代のアメリカでは、その実質的中身を戦略的に曖昧化させつつ、公
的空間における「宗教」「ユダヤ・キリスト教」の影響拡大が、宗教の自
由として、そしてアメリカの「歴史」「伝統」の追認として肯定されるよ
うになっている。対する政教分離に対しては、もはや時代遅れとなった
憲法解釈として、保守派からは否定的評価が与えられるようにもなって
いる。こうした状況をふまえたうえで、次章では 2020年以降の教育現
場における政教関係の変化を、具体例とともにみてゆくこととする。

2.　2020年以降の宗教と教育

修正第 1条のもと、アメリカの公立学校では特定の宗教の正しさを前
提とした宗教教育はできない17）。これは現在も変わらぬ大前提である。
だが宗教右派を中心に、次世代の育成には宗教が必要という声も根強
く、その声が制度を変化させつつある。前半では、公立学校の外で宗教
教育を子供にほどこすことが一層しやすくなりつつある状況を、後半で
は、アメリカの「歴史」「伝統」が強調されるなか、公立学校における宗
教教育禁止もゆるやかに解釈されるようになっている状況を扱う。

（1）公立学校外の宗教教育の支援拡大
ブレイン修正条項の死？
私立学校は、公立学校では不可能な宗教教育を子供にほどこすための
第一の選択肢である。とはいえ、学費の高さは大きな障壁となる。アメ
リカでは長らく、宗教系私立学校への公的資金投入が政教分離違反とし
てタブー視されてきた。だが、近年それが変化しつつあり、公立と宗教
系私立学校の間の家庭負担額の差が縮む傾向にある。
背景にあるのはやはり、憲法解釈の変化である。20世紀末以降、政

府資金の拠出に際し、宗教系か非宗教系かを問わないことが修正第 1条
の適切な理解であるという、新たな解釈が積み重なった。さらに2017年
には、グラウンド整備のための州の補助金を宗教系私立学校にも使用で
きるとの判決が連邦最高裁判所から出された（トリニティルター派教会
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対コマー）。加えて、2020年、2022年には、州奨学金プログラムを使っ
て子どもを宗教系私立学校に通わせることができるとの連邦最高裁判所
判断がさらに二つ出された（エスピノーザ対モンタナ州歳入局、カーソ
ン対メイキン）。
宗教系私立学校への公的資金供与拡大に際して語られるのが、「ブレ
イン修正条項（Blaine amendments）」の「死」だ。ブレイン修正条項と
は、宗教系私立学校に対する公的資金拠出を禁じるため、各州が州憲法
に独自に加えた修正条項の総称で、19世紀末の連邦議員ブレインの名
前にちなむ。ブレインは 1875年の連邦議会において、修正第 1条をさ
らに修正する法案を提出し、宗教系私立学校への公的資金拠出を連邦憲
法レベルで禁止しようと図った。連邦憲法修正は失敗したが、各州憲法
にブレイン修正条項を加える動きが進み、複数の州で同様の効果をもつ
州憲法が成立した。
以上は 20世紀半ばに政教分離が厳格化する以前におこったが、「分離
の壁」解釈のもと、宗教系私立学校に対する公的資金拠出禁止は一層強
まった。レモン・テストも、宗教系私立学校で宗教科目以外を教えるた
めの教員給与や教科書・教材費を、州の公的資金で賄うことの是非が争
われた裁判で提示されたものだ。1971年に出されたこの時の判決では、
給与や教材費の公費負担が政教の過度のかかわりをもたらすとして、憲
法違反であるとの判断が下された。だが、上述の通りレモン・テストも
2024年現在は使用されなくなっており、宗教系私立学校であっても公
的資金供与を妨げる理由はないとの理解が一般的なものとなった。各州
のブレイン修正条項を一律に違憲無効とする判決は出ていないのだが、
ほぼ「死んだ」状態といわれる。
ブレイン修正条項がかろうじて生きている効果は、2023年の裁判結

果にみられる（ハイル対ミシガン州）。ミシガン州憲法のブレイン修正
条項（1970年制定）は、あらゆる私立学校に対する公的資金による援助
を禁止している。近年、宗教系私立学校への助成を求める親たちが、こ
の州憲法修正の目的は宗教系私立学校への公的資金拠出禁止であったこ
とを指摘して、修正第 1条違反を理由に裁判を起こした。だが 2023年、
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連邦控訴裁判所は、州憲法は文言上、宗教系私立学校をとくに差別的に
扱うものではないことを理由に訴えを退けた。連邦最高裁判所での裁判
結果見直し請願も 2024年に拒否された18）。
また、宗教系私立学校に対して公的資金を拠出することが憲法上可能
であるならば、もっと本格的に、公立学校制度のなかに宗教系私立学校
を組み込むことも不可能ではないように思われるが、宗教系チャーター・
スクールへの違憲判決というかたちで、その試みにはブレーキがかかっ
た。チャーター・スクールとは、旧来型の公立学校のあり方を外れた個
性的な学校を市民がつくり、それを公立学校の一つとして運営する制度
である19）。資金面では公立学校同様のため学費がかからないが、教育面
では私立学校に匹敵するような自由を享受できる。チャーター・スクー
ルはアメリカの公立学校である以上、政教分離の観点から宗教教育は不
可能、宗教系チャーター・スクールはありえないと思われてきた。だが、
2023年、ブレイン修正条項を無化する判決の積み重ねをうけ、オクラホ
マ州教育委員会が宗教系チャーター・スクールを認可した。この学校は
カトリック教会司教区が直接運営するオンライン学校である。「全米初の
宗教系チャーター・スクール」には注目が集まったが、合憲性をめぐって
訴訟が起こされ、2024年には州最高裁判所が違憲判決を下した20）。
なお、公立学校を避ける場合のもう一つの選択肢として、学校に通わ
せること自体をやめて自宅で教育をほどこすホームスクーリングも、ア
メリカでは大きな存在感がある。2020年、コロナ禍のもとでホームス
クーリング家庭は急増し、厳しい対策が終わったあとも、アメリカ全体
のホームスクーリング率はそれ以前よりも高い状態が続く。子供を自宅
で学習させた親たちが、ホームスクーリング実施可能性への自信を深め
たり、逆に学校での教育に失望したりしたことが原因といわれる21）。
ホームスクーリング全体への追い風傾向をうけ、もともとホームスクー
リングを積極的に推進してきた福音派のあいだでは、運動をさらに広げ
ていこうという機運もみられる22）。教育行政は州単位だが全 50州すべ
てでホームスクーリングは制度化され、手続きや規制に差はあるもの
の、家庭での宗教教育を阻むものは何もない。
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活用される反カトリックの歴史と政教分離
ブレイン修正条項が死を遂げつつある現在の状況が、「ブレイン修正
条項は過去の反カトリックの産物」という、歴史を参照した議論によっ
て支えられていることにも注目したい。宗教系私立学校には公的教育資
金を供与しないというかつての原則は、一見して中立的なもののように
みえる。しかし、かつてのアメリカでは宗教系の私立学校の大半がカト
リック系学校だったことを勘案すると、見え方は違ってくるだろう。
19世紀末以降成立した各州のブレイン修正条項は当時実質的に、カト
リック系学校に対する公的資金投入を阻んでいたのだ。
プロテスタント国家イギリスから独立したアメリカは建国当時、プロ
テスタントを圧倒的多数派としていた。19世紀以降、移民によってカ
トリックが増加するが、公立学校にはプロテスタントの影響が強く、カ
トリックが積極的に私立学校を建設する大きな動機となった。カトリッ
クは自分たちの学校への公的資金投入を求めたが、プロテスタントは反
発した。当時のプロテスタントの間では、カトリックは誤った宗教であ
るとの否定的価値判断や、カトリックの多くが移民や 2世市民であるが
ゆえの文化的差異に根差した反感が広く共有されていた。
法制史家フィリップ・ハンバーガーは、建国直後は必ずしも肯定的に
はとらえられていなかった「政教分離」の語が、プロテスタントによっ
て積極的に使用されるようになっていった背景には彼らの反カトリック
があったと論じる。間接的ではあれ、カトリック教会に公的資金を投じ
ることが、ヨーロッパ的な「政教一致」への接近として否定され、か
わってアメリカは「政教分離」国家であることが強調されたというので
ある23）。カトリックとプロテスタントの溝がうまる一方で、保守的宗教
者と世俗的リベラルの溝が深まる現在、こうした歴史は、反カトリック
と政教分離を結びつけ、両者を丸ごと、アメリカの宗教的不寛容の過去
として葬り去るべきだとの議論を導いている。ハンバーガーの著作は連
邦最高裁判所の保守派判事たちの判決文にも引用されており、政教分離
を否定的にとらえる憲法判断を直接的に支えている24）。
アメリカの反カトリックの過去は否定しようもなく、それが政教分離
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の必要性の議論を支えたというハンバーガーの主張にも、歴史解釈とし
ての一定の妥当性がある。宗教的不寛容は政治的立場を問わず批判され
るもので、現代のリベラル派も反カトリックは拒絶するはずだ。だが、
ブレイン修正条項成立の経緯に纏わりつく反カトリックが、現代におい
て政教分離自体の否定をも導くかどうかについては、保守とリベラルの
間で大きく意見が割れるだろう。アメリカ全体が分断状態にあるまま、
保守化した連邦最高裁判所はこの議論をひとつの支えに、政教分離をゆ
るめる判断を積み重ねている。

（2）公立学校内の宗教教育
公立学校の中をより宗教的に変えようという動きは2020年以降とく
に急速に展開している。アメリカの教育行政は基本的には州の管轄であ
るため、宗教右派の影響が大きい諸州の議会が新たな法律を次々に成立
させ、州内の公立学校教育を変化させつつある。レモン・テストの放棄
も明言された今、「分離の壁」解釈のもとで修正第 1条違反とみなされ
た可能性がある各州の立法も、合憲と判断される見込みがもてるという
わけである。「宗教」という抽象度の高い語を用いつつ、その内実は保
守的キリスト教徒の要望に応えようとするものもあれば、もっとはっき
りと、ユダヤ・キリスト教の特権的地位を認めさせようとするものもあ
る。
公立学校での祈りと聖書の導入
ここで、アメリカの公立学校における宗教教育について、その歴史的
変遷を概観しておきたい。公立学校では宗教教育はできないという原則
にはかつて、現在とは異なる理解が与えられていた。教員主導による聖
書の朗読や全員での祈りが広く行われ、政教分離違反ではないと思われ
ていたのだ。建国時のアメリカの宗教的多様性とは、プロテスタントの
さまざまな諸教派の多様性だった。特定教派の教義は公立学校に持ち込
めなくとも、聖書と祈りは非教派的・中立的で、公立学校にもふさわし
いとの意見が強かった。（カトリックはプロテスタントの教員が教会の
教導の外で子供に聖書を読ませることを問題視し、独自の私立学校建設
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へと舵を切った）。道徳の基礎は神を畏れることにあり、人を育てるに
は聖書と祈りが必要との了解も広く共有されていた。だが 1962年、
63年にあいついで、公立学校でのこれらの実践には「分離の壁」解釈の
もと違憲判決が出され、全米で一律に停止された（エンゲル対ヴィター
リ、ペンシルヴァニア州アビントンタウンシップ学区対シェンプ）。
宗教右派は、「分離の壁」解釈のもとでは公立学校から宗教が過剰に
排除され、宗教の自由が制限されていたと考え、これらの判決を覆そう
と活動を続けてきた。この目標自体はいまだ達成されていないが、連邦
最高裁判所の保守化を背景に、公立学校に宗教を「取り戻す」ための動
きは一層進展しつつある。2022年にレモン・テストを最終的に放棄し
た裁判は、公立高校のフットボールコーチが試合後のフィールド上で、
選手たちに呼びかけて皆で祈りを捧げていたことが発端だった。コーチ
の行為が憲法上保護される宗教の自由として認められ、国教会条項にも
抵触しないと判断されたことは、祈りを公立学校に導入したい人々を歓
喜させた。一方の批判者たちは、コーチが学生プレイヤーに及ぼす影響
の大きさ、場に作用する同調圧力や強制性を懸念している。

2024年現在、注目を集めているのが公立学校の教室での十戒掲示で
ある。1980年に一度違憲と判断されたが（ストーン対グラハム）、テキ
サス州会議事堂敷地内十戒の合憲判決などの新たな展開をうけ、判断が
覆される可能性が見えてきたためだ。2024年、ルイジアナ州では、公
立学校のすべての教室に十戒を掲示する法律を制定した。なお、法律が
成立したのはルイジアナ州のみだが、テキサス、ユタ、オクラホマ州で
も同様の法律が審議された25）。ルイジアナ州の法律には即座に訴訟が起
こされ、2024年 11月には連邦控訴審裁判所による実施の差し止め判断
が出された。だが上告が続き、最終的には連邦最高裁判所で再判断が行
われる可能性がある26）。
ルイジアナ州の法律制定の根拠としては、聖書や十戒がアメリカの歴
史の一部だとの理解が示されている。法案には「わが州の子供の教育に
十戒を含めることは、わが州、わが国の歴史、文化、伝統の一部であ
る」との言葉もみられる27）。さらにルイジアナ州の法律成立の直後の
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2024年 6月、オクラホマ州では州教育長が、公立学校のカリキュラム
の中に聖書と十戒の学習を取り入れるよう命じた28）。通達文書には、
「聖書と十戒は、歴史上もっとも重要な書物の一つで、西洋文明の基礎
である。」「聖書と十戒は、わが国の建国者たち、そして、憲法の基本原
理に対して、大きな影響を与えた。」といった言葉が並ぶ29）。
近年もう一つ目立つのが、聖書やキリスト教神学を「古典」として公
立の教育課程に取り込もうとする動きだ。2023年、フロリダ州では、
一般的な大学入学のための学力試験に代え、古典学試験（Classic 
Learning Test）の得点を用いて州立大学受験ができる制度を導入した。
西洋文明の古典の理解を問う内容だがキリスト教思想の比重が高く、こ
れまではキリスト教系大学の入試に主に利用されていたものだ30）。ま
た、2024年にはテキサス州で新たな小学生向けリーディングプログラ
ムが審議されているが、アメリカの「古典文学」を学ぶためとして、聖
書の内容がふんだんにとりこまれていることが物議をかもしている31）。
「歴史」「伝統」もしくは「古典」としての十戒や聖書の公立学校への導
入は確かに建前上、それらが宗教的に正しいことを前提としてはいな
い。だが、導入推進者たちは明らかにそこに宗教的真理を見出している
ようにみえるし、州によっては教室内の教員・学生の大半がキリスト教
徒という場合は多いだろう。導入は公立学校での宗教教育解禁と同じよ
うな実質的効果を持つ可能性がある32）。
公立学校チャプレンの導入
公立学校における宗教の影響を強めようという動きは、もう一つには
公立学校へのチャプレン配置という形で進んでいる。チャプレンとは、
教会以外の組織に奉職し、構成員の宗教的ケアにあたる職業宗教者で、
キリスト教圏では長い歴史をもつ。日本ではあまりなじみのある存在で
はないが、例えば病院において、心身の苦しみや死によりそう宗教者が
必要とされることは比較的わかりやすいだろう33）。私立学校にもしばし
ばチャプレンがいる。宗教の自由が重視されるアメリカで、私立の組織
に宗教者が配置されることはよくあり、問題にもなりにくい。
一方、政府関係組織がチャプレンをおく場合、とくに直接雇用する場
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合には修正第 1条との関係が問題となるが、アメリカにおける公務員
チャプレンの歴史は憲法制定以前にさかのぼる。軍隊チャプレンはアメ
リカ独立戦争時に雇用が開始された。連邦議会も当初からチャプレンを
任命し、現在も議会はチャプレンによる祈りではじまる。このように、
チャプレンという政府機関で働く宗教者はまさにアメリカの伝統の一部
として存続し、連邦最高裁判所も1983年に合憲判決を出している（マー
シュ対チェンバース）34）。
そして 2023年から 2024年、これまでチャプレンが配置されていな
かった公立学校にも、チャプレンをおく動きが複数の州で進展した。背
景にあるのはやはり、公立学校という政教分離の争点の場に宗教の影響
を増やそうという宗教右派の熱意だ。2023年にテキサス州で法律制定
が実現したことが刺激となり、2024年にはフロリダ州でも類似の法律
が成立した。また、その他 13の州でも法案審議が継続中である35）。法
律の詳細は州によってさまざまだが、テキサス州の場合、チャプレンは
既存のスクールカウンセラーのかわりに各校が雇用することもできる。
批判者の論点のひとつは、スクールカウンセラーであれば求められる資
格要件などがチャプレンについては存在せず、業務に不適格な人物が送
り込まれるのではないかということにある。
加えてもう一つ懸念されるのが、一見して宗教的に中立的なチャプレ
ン配置が結果的に、その地の多数派宗教――多くの場合、キリスト
教――の布教活動を支え、公立学校が布教の場となっていくのではない
かということだ。軍隊のような巨大な組織では、現代アメリカ人の宗教
的多様性に応じてさまざまな宗教的背景のチャプレンが雇用されるよう
になっているが、チャプレンがそもそも一人など少人数の場合には、そ
うした多様性を担保することは難しいだろう36）。
例えば常時 1名おかれている連邦上院チャプレンの宗教は、アメリカ

の歴史的多数派がプロテスタントであるという現実を反映したものに
なっている。1789年以来の歴代チャプレン 62名はすべてキリスト教の
聖職者で、ユニテリアン派 2名、カトリック 1名を除き、残り 59名は
すべてプロテスタントである。もっとも、アメリカの場合はプロテスタ
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ント内部の教派的多様性が大きな意味をもつため、特定の教派に偏らな
い配慮はみられる。また、2003年から在職中の現チャプレンは、比較
的新興のセヴンスデー・アドヴェンティスト派として初めて選ばれた人
物で、時代の変化に対応する姿勢も示されている。加えて、ゲスト・
チャプレンというかたちで、非キリスト教徒をも含むさまざまな宗教者
が議会開会の祈りを務めることもある37）。
このように、修正第 1条のもとでなお存在する政府雇用の宗教者たち
の歴史は長く、宗教的多数派の存在を暗黙の了解としつつも、多様性を
認め少数派にも配慮することで、中立性を保つ努力がなされている。だ
が、公立学校という小規模な単位で雇用がおこなわれ、地元の宗教的多
数派がはっきりしているような場合には、制度は多数派宗教に有利には
たらくことが予想される。
もっとも、すでに制度が成立している場所で、それがキリスト教に都
合よくは機能していない例も見受けられる。テキサス州の場合、チャプ
レン配置の決定権は各学区の教育委員会にあり、実際に配置した公立学
校は多くない38）。また、フロリダ州のある校区では、チャプレン配置論
議がすすむなか、宗教右派に批判的な宗教団体・悪魔教寺院が、自分た
ちもボランティアチャプレン派遣を認めてほしいと要望をだした。宗教
を平等に扱わなければならない前提のもと、悪魔教チャプレンの可能性
を示し、チャプレン配置推進派のキリスト教徒をひるませることが狙い
とみられる。狙いは効果を発揮し、配置決定に遅延が生じている39）。

（3）教育をめぐる保守―リベラルの攻防
ここまで、公立学校の教育に宗教の影響を増やそうという宗教右派の
努力について紹介してきたが、この背景には、教育制度全般が保守とリ
ベラルの文化戦争の最前線となり、激しい攻防が全国、州、そして校区
単位で繰り広げられているという状況がある。従来型の公立学校以外の
選択肢を増やそうとする、公立学校内のカリキュラムに変化を加えよう
とするという二つの動きは、広く保守とリベラルの間の争点になってい
るのだ。
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このうち、公立学校の外で自由に宗教教育をほどこす道を探る動き
は、「学校選択」「親の権利」を掲げ、地元の公立学校の独占状態を批判
して進められてきた、保守派の教育改革運動と軌を一にするものだ40）。
政府の役割をできるだけ小さくして民間に委託し、自由競争市場のもと
多様な選択肢を確保することが公益にかなうとの主張は、新自由主義的
経済政策を支持するアメリカ保守の共通言語でもある。
また、公立学校に保守派が望む教育内容を入れこもうとする動きは、
彼らがリベラル派のイデオロギーとみなす「ウォーク（woke、目覚め
た）」教育を排除するための運動と並行している。ウォークとは、社会
正義の問題に敏感であることで、リベラル派から支持されている一方、
保守派からはウォーク文化こそがアメリカを破壊するとの声があが
る41）。特に近年、宗教右派や保守派全般の公立学校批判の矛先は、彼ら
が望む教育内容の欠如以上に、望ましくないと考えるウォークな内容の
存在へと向けられてきた。保守派が強力な諸州では、法的な教育内容規
制が進められている。

2020年春のブラック・ライヴズ・マターは、アメリカの構造的人種
主義を批判するリベラル派の運動だったが、その直後から2021–2022年
をピークに、保守派は「反・批判的人種理論」法律制定運動を全米各地
で展開した。批判的人種理論は 20世紀後半に発展した学術理論で、ア
メリカの諸制度の中に根本的な形で人種主義が組み込まれていることを
重視し分析を行おうというものだ。2019年には、後にアメリカとして
独立する英領植民地にはじめて黒人奴隷が輸入された年、1619年を起
点にアメリカ史を見直す「1619プロジェクト」が、ニューヨーク・タイ
ムズ社によって開始され影響を広げていた。保守派はこれらがリベラル
派のイデオロギーで、人種間対立を煽る問題の元凶だとし、公立学校で
「分裂をもたらす概念」を教えることを禁じる法律を各地で成立させ
た42）。一方のリベラル派は、こうした法律が人種問題を論じること自体
を阻み、言論の自由を奪っていると批判している43）。
もう一つ、保守派が力を入れているのが、ジェンダーやセクシュアリ
ティの多様性について公立学校で教えることを禁じることだ。これらは



特集　宗教の自由と政教分離

94

より広範な反LGBTQ法制化運動の一部でもある。先陣を切って注目を
集めたのが、2022年に成立したフロリダ州の法律、通称「ゲイと言っ
てはいけない法」である。法律の内容は多岐にわたるが、公立学校の教
室内でのジェンダー・セクシュアリティ教育を 3年生以下は一律に禁じ
る内容を含み、2023年には禁止を高校生までに拡大した44）。同様の法
律は他州にも広がり、2024年 3月時点で、ほかに 6州がフロリダ州を
モデルにした法律を成立させている45）。
アメリカの保守的宗教者の間では、神が人間を異性愛男女として創造
し、人工妊娠中絶を禁じている、との理解が強い。そのため子供が学校
でそれとは異なる内容に触れることに猛反発が起きている。一方、宗教
と人種問題は必ずしもつながらないようにも思われるが、個人の悔い改
めを重視する保守的宗教者は、政府主導の社会構造変革全般に対し懐疑
的で、反宗教的共産主義イデオロギーがその背後にあるとして糾弾して
きた46）。2019年にはアメリカ最大の福音派教派組織である南部バプテ
スト連盟が批判的人種理論否定の声明を発表するなど、保守的宗教者の
ネットワークのなかで反・批判的人種理論は広まっていた47）。白人福音
派の間では、白人至上主義と結びついたキリスト教ナショナリズムが力
を持っていることもたびたび指摘される48）。人種とジェンダー・セク
シュアリティは、リベラル派と保守派のあいだの最大の争点であり、公
立学校におけるその扱いをめぐる抗争において、宗教右派はやはり保守
派全体を強固に支える柱として、存在感を発揮している。

（4）第2次トランプ政権の教育行政
2024年 11月、トランプ元大統領（共和党）とハリス副大統領（民主

党）の争いとなったアメリカ大統領選挙はトランプ勝利で決着した。さ
らに、同時に行われた連邦議員の改選の結果、連邦議会も共和党が上下
両院で多数を占めることとなった。同年夏の党大会で採択された共和党
綱領第七章には、上述のような教育制度の変化をトランプと共和党が後
押ししていく姿勢が示されており、その実現可能性は高くなった49）。
第七章は全 9項目からなり、「2　普遍的学校選択」には全米の州に学
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校選択制度を導入すること、ホームスクーリング支援を拡大することが
示された。また、第 6の項目名は「知識と技能」で、そこに「批判的人
種理論や教条的ジェンダー教育（Gender Indoctrination）ではなく」が
添えられている。後者は本文中、「左派プロパガンダ」とも言い換えら
れている。「不適切な政治的教条教育」を行う学校に対して連邦政府か
らの資金援助を断つ方針が記された一方、第 7項目では「アメリカ建国
の原則と西洋文明」を教える学校の支援が表明された。第 1次政権時の
「1776委員会」復活もうたわれている。これはリベラル派の 1619プロ
ジェクトに対抗し、アメリカ独立の 1776年を国家の起点として強調し
た、愛国教育を進めるための委員会である。続く「8　祈りの自由」で
は、学校で「祈り、聖書を読む修正第 1条の権利」を守り、「アメリカの
学生の宗教の自由を侵害する者に立ち向かう」とされている。最後の第
9項目「教育を各州に戻す」では、首都ワシントンの教育省廃止がうた
われた。
これらは綱領上の文言であり、4年間ですべてが実現するというもの

でもない。教育行政における州の権限を強化すれば、リベラル派優勢の
州では保守派に不利にはたらくだろう。とはいえ、第 2次トランプ政権
誕生は、公立学校での教育に不服な親が他の選択肢をとる追い風とな
り、保守派が優勢な州では、ユダヤ・キリスト教的宗教性が公立学校に
導入されていく流れをさらに強めるだろう。各州の公立学校での政教分
離緩和が憲法違反かどうかを最終的に判断するのは連邦最高裁判所だ
が、判事の顔触れはすでに第 1次トランプ政権時に大きく保守優位にか
たむいた。少なくとも2026年秋の中間選挙までは、連邦の行政、立法、
司法の三権すべてにおいて、保守派が優勢な状況が続く。

3.　結び

政教分離をゆるめ、アメリカの「歴史」「伝統」としてのユダヤ・キリ
スト教の影響を公的空間に「取り戻す」ための動きは、2020年以降加速
し、2024年の選挙結果がそれをさらに後押しすると予想される。憲法
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が政教分離を定め、それによって宗教の自由が守られるという見方が保
守派全般のあいだで後退しており、憲法と宗教の自由は相変わらず尊重
される一方、政教分離に対しては一層風当たりが強くなっている。
最近では、政教分離に否定的な発言が、政府の主要な地位にある人々
からもでている。2022年には、保守派のニール・ゴーサッチ連邦最高
裁判所判事が「「いわゆる」政教分離」との言葉を発したことが注目され
た。こうした言葉遣いは政教分離に否定的な人々に特徴的なもので、連
邦最高裁判所判事によるこの発言は修正第1条の解釈変更が進む可能性
を示すものとして、驚きとともに受け止められた50）。2023年には連邦
下院議長としてマイク・ジョンソンが選出されたが、ジョンソンは以前
から、アメリカがキリスト教国であるべきだと主張する極端な宗教団体
との関係が指摘されていた。ジョンソンに一躍注目があつまった同年秋
のインタビュー中、政教分離を「誤った言葉遣い（misnomer）」と述べ
たことは大きく報道された51）。
一般のアメリカ人の意見はどうだろうか。2024年、大統領選挙を前
にピュー研究所がまとめた調査によれば、アメリカ人の 55％はいまも、
政府は「政教分離を施行すべき」との意見だ。一方、「政府は政教分離の
施行を止めるべきだ」との意見を持つ人はアメリカ人の 16％との結果
である。また、同調査によれば、アメリカが公式にキリスト教を国教化
すべきとの意見の割合はさらに低く、全体の 13％となっている52）。ア
メリカで本当に政教分離を廃しキリスト教を国教化するには憲法修正ま
でもが必要とされるはずだが、それを望む人は多いとはいえない。
とはいえ、極端な宗教国家への変化を求める少数の人々と、政教の厳
格分離を支持する人々の間には、国家を支えるよき宗教としてキリスト
教に期待をかける、相当の人数のアメリカ人がいる。例えば前掲調査で
は、政府がキリスト教の道徳的価値観を促進すべきと考える人、聖書が
法律に影響を与えるべきだと考える人はそれぞれ 44％、49％だった。
保守的宗教者が多い州であれば、さらに高い数字がでるだろう。ここか
らはキリスト教特権化が少なくとも州単位において、受け入れられそう
な余地がみえてくる。
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「「歴史」「伝統」としてのユダヤ・キリスト教」という言説はこうした
変化を支えていくだろう。政教分離や諸宗教の平等もまた、アメリカの
伝統として語られてきたはずだが、前者の声が大きくなるとともに後者
はかき消されつつあるようにも思われる53）。ヨーロッパに比してその若
さが強調されてきたアメリカではあるが、建国から 250年を目の前に、
その「今」はますます、過去の重みのもとに展開するようになっている。

付記

本稿は日本学術振興会科学研究費（若手研究 23K12020「アメリカ合
衆国の公共領域と宗教の研究―宗教右派の教育戦略―」）の助成をうけ
たものである。

注

1） アメリカ政教関係の基本については以下の拙稿を参照。「アメリカ――政教分離国家
と宗教的市民」（島薗進編『政治と宗教――統一教会問題と危機に直面する公共空間』
第 5章、岩波書店、2023年）、167–200頁。

2） 日本語訳は在日米国大使館が運営するアメリカンセンターJAPANのデータベースサイ
ト、About the USA掲載訳を参照した。（https://americancenterjapan.com/aboutusa/ 
laws/2569/　最終アクセス 2024年 11月 22日。本論文参照ウェブページの最終アク
セス日時は以下すべて同様。）

3） そのほか、憲法第 6条 3項が、公務員の宗教審査を禁じている。
4） ジェファソン書簡の原文は、米議会図書館の以下のウェブページで読むことができ
る。（https://www.loc.gov/loc/lcib/9806/danpre.html）

 ジェファソンの「分離の壁」をめぐる20世紀後半以降の論争については、以下の拙稿（特
に第2章）を参照。佐藤清子「現代合衆国における歴史認識と信教の自由理解――キリ
スト教国論をめぐって」（『東京大学宗教学年報』34号、2017年）、45–60頁。また、福
音派による「当初の意図」の議論については以下も参照。相川裕亮「福音派による「建
国の父祖」の政治的利用――フランシス・シェーファーの世俗主義批判」（『政治思想
研究』第 23号、2023年 5月）、268–98頁。

https://americancenterjapan.com/aboutusa/laws/2569/
https://americancenterjapan.com/aboutusa/laws/2569/
https://www.loc.gov/loc/lcib/9806/danpre.html


特集　宗教の自由と政教分離

98

5） 連邦最高裁判所判決文は、コーネル大学法科大学院の法情報研究所などが運営する
最高裁判所判決アーカイブウェブサイト、Oyezで参照することができる。“Engel v. 
Vitale,” Oyez,（https://www.oyez.org/cases/1961/468）．

6） フェデラリスト協会について日本語で紹介したものとして、梅川健「著書紹介 現
代アメリカにおける司法の保守化とフェデラリスト協会による保守的法曹の組織化
MICHAEL AVERY & DANIELLE MCLAUGHLIN, THE FEDERALIST SOCIETY: 
HOW CONSERVATIVES TOOK THE LAW BACK FROM LIBERALS」（『アメリカ
法』2014（1）、2014年11月）、115–120頁。

7） この意見は例えば、2005年のヴァン・オーデン対ペリーの判決文において表明され
ている。“Van Orden v. Perry,” Oyez,（https://www.oyez.org/cases/2004/03–1500）．

8） Harvard Gazette. “The Conservative Club that Came to Dominate the Supreme 
Court” March 4, 2021,（https://news.harvard.edu/gazette/story/2021/03/in-
audiobook-takeover-noah-feldman-lidia-jean-kott-explore-how-federalist-society-
captured-supreme-court/）．

9） 「ユダヤ・キリスト教」概念についての近年の研究として以下を挙げる。K. Healan 
Gaston, Imagining Judeo-Christian America: Religion, Secularism, and the 
Redefinition of Democracy, Chicago and London: University of Chicago Press, 
2019.

10） なお、「分離の壁」の解釈が優勢だったころにも、公的空間におけるユダヤ・キリス
ト教的なものが完全に排除されていたわけではない。例えば、公立学校はじめ様々な
場で唱えられる「国家忠誠の誓い」中に「神（God）のもとのひとつの国家」という言
葉がある。「神のもとの」の語は、冷戦下の 1954年に新たに挿入され、憲法違反では
ないかと訴訟が起こされつつも、違憲判決は出ずに現在に至る。Godは確かに、特定
宗教の色合いが比較的薄い語とはいえよう。だが、godでも godsでもない、大文字
ではじまる単数形のGodはやはり、ユダヤ・キリスト的唯一神の観念を読み込みや
すい。

11） “Van Orden v. Perry” 同上。
12） “Lemon v. Kurtzman,” Oyez,（https://www.oyez.org/cases/1970/89）．
13） “Kennedy v. Bremerton School District,” Oyez,（https://www.oyez.org/cases/ 

2021/21–418）．
 「歴史と伝統」は、人工妊娠中絶全面禁止を可能とした 2022年のドブス判決において

も用いられており、近年法学分野において研究・分析が進んでいる。例えば2024年
4月号のYale Law Reviewが、ドブス判決と歴史についての論考をまとめた、オン
ラインフォーラム特集を作成している。（https://www.yalelawjournal.org/collection/

https://www.oyez.org/cases/1961/468
https://www.oyez.org/cases/2004/03-1500
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doing-history-after-dobbs-applications-implications-and-critiques-of-dobbss-
historical-methodology-1）．

 日本語で書かれたものとしては以下の論文が、「歴史と伝統」解釈について触れてい
る。犬塚記子「Dobbs判決の憲法解釈――原意主義の広がりと再定位の萌芽」（『法學
政治學論究：法律・政治・社会』141号、2024年 6月）、173–216頁。

14） 綱領は、カリフォルニア大学サンタバーバラ校の「アメリカ大統領プロジェクト」
ウェブサイトで確認することができる。“2016 Republican Party Platform,” The 
American Presidency Project, July 18, 2016,（https://www.presidency.ucsb.edu/
documents/2016-republican-party-platform）．

15） “2024 Republican Party Platform,” The American Presidency Project, July 8, 2024,
（https://www.presidency.ucsb.edu/documents/2024-republican-party-platform）．

16） 「キリスト教国」とアメリカの宗教の自由のかかわりについては、上掲拙稿「現代合衆
国における歴史認識と信教の自由理解――キリスト教国論をめぐって」、および、以
下を参照。佐藤清子「宗教の自由のゆくえ――アメリカ社会思想・キリスト教」（藤永
康政／松原宏之編著『「いま」を考えるアメリカ史』第 12章、ミネルヴァ書房、2022
年）、255–273頁。

17） 宗教教育を論じる際、①特定の宗教・宗派の教義や儀礼を学ぶ「宗派教育＝狭義の宗
教教育」、②いのちの大切さや畏敬の念など、汎宗教的価値観を涵養する「宗教情操
教育」、③宗教について知識を提供する「宗教知識教育」の三分類を用いることが多い。
本稿での宗教教育は基本的に①を意味するが、アメリカの状況をふまえてもう少し意
味を広げ、「特定宗教の正しさを前提とした教育」として論を進める。

18） Shajaka Shelton, “Supreme Court Denies to Hear Challenge to Michigan School 
Funding Amendment,” WLNS 6 News, October 8, 2024,（https://www.wlns.
com/news/supreme-court-denies-to-hear-challenge-to-michigan-school-funding-
amendment/.）

19） アメリカのチャーター・スクールについての研究書として以下を挙げる。鵜浦裕
『チャーター・スクール――アメリカ公教育における独立運動』（勁草書房、2001年）。

20） Laura Meckler, “Okla. Catholic School Set to Become Nation’s First Religious 
Charter,” Washington Post, June 6, 2023,（https://www.washingtonpost.com/
education/2023/06/05/catholic-charter-school-oklahoma/）．

21） Peter Jamison et al., “Home Schooling’s Rise from Fringe to Fastest-Growing Form 
of Education,” Washington Post, October 31, 2023,（https://www.washingtonpost. 
com/education/interactive/2023/homeschooling-growth-data-by-district/）．

22） 福音派芸能人として有名なカーク・キャメロンは、2022年に「ホームスクーリング
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覚醒」というドキュメンタリー映像作品を制作している。キャメロンの個人ウェブ
ページの紹介文に「学びに楽しさと信仰をとりもどす」とあるように、家族の価値を
強調しつつホームスクーリングを推奨するその内容は、保守的かつ宗教的なメッセー
ジを発する。“Homeschool Awakening,” Kirk Cameron,（https://www.kirkcameron.
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